
令和３年度 ＡＩ活用型オンデマンドバス実証実験 結果報告

桑名市 政策創造課 MaaS推進室



実施概要

コミュニティバス「西部南ルート」運行エリアの一部

運行エリア

無料

運賃

９９５名

総乗客数

令和４年１月３１日（月）～３月４日（金）

実施日時

６１．３１％

アプリ予約率

４９６名

ユーザー登録者数

ワンボックスカー/定員８名

車両/定員

ポスター 1



運行エリア

 コミュニティバス の一部を設定
 既存バス停だけでなく、団地内や病院、商業施設等を加えた６５箇所の乗降拠点を設置

2

Ẍ
・住宅地（ニュータウン）が多い
⇒急速に高齢化が進展
・民間公共交通機関が比較的少ない

・地域住民より、コミュニティバスの運行に
対して改善を望む声多数
⇒抜本的な改革について検討が必要



実施目的

Ẍ

Ẍ

・少子高齢化の進展 ⇒ 交通空白地域における移動手段の確保
・グリーン社会の実現 ⇒ 移動の効率化による環境負荷低減
・Society5.0（超スマート社会） ⇒ デジタル化による効率化
・新型コロナ ⇒ ポスト・ウィズコロナ時代における持続可能なサービス確保

・市民満足度 ⇒ 交通に対する満足度の向上
・コミュニティバス ⇒ 利便性等の課題解決に向けたサービス見直し

Ẍ

・基幹交通である鉄道や路線バスを市内公共交通の軸と位置付け、
市はこれらを補完する移動手段を提供し、交通空白地の解消を目指す

Ẍ

・新型コロナの感染対策を実施し、コロナ禍でも利用しやすいサービスの検証

Ẍ

・アプリ予約やＡＩによるルート検索を活用したシステムの利便性検証

Ẍ

・将来的なコミュニティバスからの代替可能性の検討
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実施体制

桑名市 ネクスト・モビリティ

三重交通

実施主体

委託

委託

実験取りまとめ
計画策定
プロジェクトマネジメント

車両ドライバー
車両提供
コールセンター業務

スペア・テクノロジー
ソリューションズ

システム提供

八風バス

車両ドライバー
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実施スケジュール

項目

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

第
３
週

第
４
週

第
５
週

第
１
週

第
２
週

第
３
週

第
４
週

第
１
週

第
２
週

第
３
週

第
４
週

第
５
週

第
１
週

第
２
週

第
３
週

第
４
週

第
１
週

第
２
週

第
３
週

第
４
週

第
１
週

第
２
週

第
３
週

第
４
週

第
５
週

第
１
週

第
２
週

第
３
週

第
４
週

第
１
週

地域公共交通会議・
次世代モビリティサービ
ス研究会

プロポーザル実施

事業者決定

乗降拠点設定

乗務員シフト等決定

乗務員、電話オペレー
タートレーニング

地域説明会等実施
(マーケティング活動)

実証実験実施

8/19

9/1

1/17～1/18

1/31～3/4

8/27

■主な作業スケジュールは以下のとおり
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新型コロナ対策

 オンデマンドバスならではの感染拡大防止対策を実施
 乗合バスに比べ、乗車定員の少なさや乗り合い時間の短さ等で優位性を確認

「のるーと桑名」の新型コロナ対策

車内には感染対策を啓発するチラシを掲示
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出発式・試乗会の様子

 令和４年１月２７日、桑部まちづくり拠点施設にて出発式および試乗会を実施
 市長のほか、地元自治会長が実際に予約、乗車を体験
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報道（１/２）

NHK NEWS WEB

交通新聞

8



中日新聞

三重テレビ

中部経済新聞

毎日新聞

報道（２/２）
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のるーと利用実績
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ユーザー登録者数推移

■ユーザー登録者数に対するアクティブユーザー割合は全体の約４割
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乗車人数推移

■乗車人数は実証実験終盤にかけて増加傾向
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乗車人数推移（Ｋバス比較）

■のるーと実証実験開始以降もKバス乗客数に大きな変動は無し
今までにない移動需要を発掘した一方で、Kバスからの代替可能性を検討するにあたり、住民への説明、
のるーとへの誘導が課題として浮き彫りとなった
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年代別乗車数

※乗車予約時の代表者の年齢のため、合計人数が乗車人数と一致しない

■利用者の年代は65歳以上の高齢者が全体の半数以上を占める
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時間帯別乗車人数

■午前9:30-10:30、午後13:00-15:00の利用が多く、正午や運行終了前の利用が少なかった
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時間帯別待ち時間

■土・祝は１台運行のため、利用が多い時間帯は待ち時間が長くなる
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移動パターン

■イオンモール等がある北東エリアを含む移動が全体の約６割を占める
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利用乗降拠点ランキング（上位）

■乗車・降車共にイオンモール、メガドンキ、にいみ整形外科が利用者数ベスト３となった
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利用乗降拠点ランキング（下位）

■利用の少ない乗降拠点は各エリアに点在
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利用乗降拠点ランキング（下位）

■総乗車数に占めるアプリ比率（累計）は61.31％、事前予約（累計）は70.8％
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アンケート結果
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アンケート結果（１/１３）

■アンケート回答者のうち、60代以上の世代が約半数。

291Ὧχᵕ
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アンケート結果（２/１３）

■スマートフォンの利用率は約84％。普段の移動手段は「自動車」が圧倒的で、運転免許保有率も高い。
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アンケート結果（３/１３）

■普段の移動先で最も多いのは「商業施設」で、次いで「病院」。
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アンケート結果（４/１３）

■Kバスとの比較では、70％以上が「大変便利」または「少し便利」との回答
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アンケート結果（５/１３）

①運賃が高くてあまり乗れないと感じ始める金額を一つ選択して下さい。

②運賃が適切だと感じる金額を一つ選択して下さい。

③運賃が安くて運行の継続を心配し始める金額を一つ選択して下さい。

100円 150円 200円 250円 300円 350円 400円 450円 500円 それ以上

100円 150円 200円 250円 300円 350円 400円 450円 500円 それ以上

100円 150円 200円 250円 300円 26



アンケート結果（６/１３）

■全体の90％が「大変満足」または「少し満足」との回答
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アンケート結果（７/１３）

■希望時間に乗車出来る点や、事前予約に高い満足度。
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アンケート結果（８/１３）

■配車時間の不確実性、アプリ操作、乗降拠点の適切性等に課題。
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アンケート結果（９/１３）

■支払方法の希望は現金が約６割を占めるが、キャッシュレス対応への期待も大きい。
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アンケート結果（１０/１３）

■新型コロナ対策は、約８割が「十分であった」または「やや十分であった」との回答

31



アンケート結果（１１/１３）

■新型コロナの影響で外出の機会は減ったが、オンデマンドバスによる外出機会の創出は限定的。
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アンケート結果（１２/１３）

Ẍ ṕṖ

・免許返納後の方などにはとても有難いと思う。

・これからの時代 高齢者が安心、安全、便利に使える移動手段として必要だと思います。

・画期的な取り組みだと思う。ただ、スマホの操作ができない高齢者などは利用しにくいのではと感じた。

・便利だが赤字になりそう。

・バス停がたくさんあっていいと思います。

・車を運転できる年齢なので使用頻度は少ないが、家の近くにバス停が来るので歳を取ったら便利だと思う。

・行きたい時間に来てくれて嬉しい。

・限られた移動手段で生活をしている人にとって、移動手段の選択肢が増えることは非常に良いと思います。

・同乗者が何名か不明で目的地到着時間が読み辛い。

・タクシーのようで大変便利だった。免許返納しても住み続けられると思った。

・気軽に乗れて、駐車場の状況を気にせずいけるのはすごく気が楽だった。

・高齢の方や過疎化しているエリアにとってありがたい取り組みと思う。

・今まで通りコミュニティバスの運行で良いと思う。 33



アンケート結果（１３/１３）

Ẍ ṕṖ

・乗車場所が自宅からもっと近くにあったらいいし、目的地が近すぎて利用出来ない。

・ワゴン車じゃなく、マイクロバスにした方がいいと思う。

・21時以降の運行(鉄道ダイヤとの連携)。

・運行エリアが広がるといいなと思う。

・駅を起点とすれば良いと思います。

・小学校への参観などの行事の時などに便を増やしてもらえたら嬉しいです。

・桑名駅やアピタ桑名店の近くでも乗り降りできると、尚良い。

・バスのドアーが開くと下からステップが出て来るともう少し乗りやすいと思います。

・桑名駅など大きな駅に直接アクセスできると便利。せめて今回よりも範囲は広げて欲しい。

・桑名全域にルートを広げてほしい。

・ルートを広げてもらうか、他のルートに、乗り継げれるようにしてほしい。

・最終20:30頃までに星川のバローまで回ってほしい。

・乗降位置が多く、アプリが使いやすくなれば良い。 34


